
 

 

令和７年度畜産生産力・生産体制強化対策事業 

（家畜能力等向上強化推進のうち乳用牛：多様な育種素材の評価活用対策） 

に係る公募について                               

乳用牛群検定全国協議会 

 

１ 公募期間 

令和７年８月１５日（金）～令和７年９月５日（金）午後５時まで 

２ 事業内容 

別表のとおり 

３ 手続き 

公募期間内に乳用牛群検定全国協議会に応募書類を提出し、審査を受けてい

ただきます。 

審査の結果、取組主体候補者に選ばれた団体等は、改めて補助金交付申請書な

どを作成していただきますが、それについては別途お知らせします。 

 

審査までの応募手続きは以下のとおりです。 

（１）公募資料の申請 

以下の申請先に団体名・担当者氏名・電話番号・e-mail アドレスを明記のう

え、e-mail 又は FAX にて申請を行ってください。 

なお、公募資料は基本的に e-mail にて送付させていただきます。 

＜申請先・問合せ先＞ 

  乳用牛群検定全国協議会 原田・橋口あて 

［事務局（一社）家畜改良事業団情報分析センター］ 

  E-mail：toiawase（アットマーク）liaj.or.jp 

 ※スパムメール対策のため（ ）の＠は省略しています。 

  TEL：03-5621-8921 

  FAX：03-5621-8922 

（２）応募書類の提出 

公募要領に定められた方法・様式等により、以下の提出期間中に応募書類を郵

送等で提出して下さい。 

令和７年８月１５日（金）～令和７年９月５日（金）（最終日は午後５時に必

着） 

受付確認通知は、原則として、公募書類を送付した e-mail アドレスにお送り

します。 

（３）審査 

書類により審査を行ない、取組主体候補者を選定します。 

必要があれば、提案内容・事業実施体制等についてヒアリングや追加資料の提

出をお願いすることがあります。ヒアリングへの参加要請については、事前に別

途通知します。 

４ その他 

公募開始後に事情により、事業の中止や変更がある場合がありますのでご了

承ください。 



 

 

別表 畜産生産力・生産体制強化対策事業（家畜能力等向上強化推進のうち乳用牛：多様な育種素材の評価活用対策） 

 

事業の内容 事業の要件 事業実施期間 補助率 

1家畜能力等向上強化推進 

(1)乳用牛 

②多様な育種素材の評価活用

対策 

特色ある優良遺伝資源の活

用のため、ジャージー種等(ホ

ルスタイン種以外)の乳用牛の

多様な品種の受精卵を導入す

る。 

 

 

 

ア 地域における特色ある優良遺伝資源活用計画の策定及びその策定のための

推進会議を開催する。 

イ アの計画に基づき導入する受精卵及び性選別受精卵の導入を行う。 

 

ウ その他 

（１）本事業の取組主体は、畜産生産力・生産体制強化対策事業実施要領(平成

３１年４月１日付け３０生畜第１８７４号農林水産省生産局長通知。以下、

「要領」という。）別紙１－１第２の２の（１）に定める生産者集団等とす

る。 

（２）対象となる受精卵及び性選別受精卵は、ホルスタイン種以外（ジャージー

種等）の乳用種であって、次に掲げる①から③を全て満たすものとする。 

① 生産者集団等の策定する特色ある優良遺伝資源活用計画に沿って導入

されたものであること。 

② 国内又は輸出国の家畜血統登録機関において登録されている種雄牛

を交配して生産されたものであること。 

③ 国内又は輸出国の家畜血統登録機関において登録され、又は登録され

ることが確実であると認められる乳用雌牛から採卵されたものである

こと。 

（３）対象となる受精卵及び性選別受精卵は、事業実施期間（交付決定または取

 

 

令和７年度 

 

※卵の購入・移植

の事業実施は２月

末まで 

(３月１０日に

実績報告書提出、

３月末までに補助

金支払い終了) 

 

 

当該事業に

要する経費

は 1/2 以内

とする。 

ただし、受

精卵につい

て１個当た

り 50,000円 

性選別受精

卵について

は１個当た

り 65,000円 

を上限とす

る。 

 

 

 

 

 

 



 

 

組主体候補に選定され交付決定前着手届の提出のあった日以降、令和８年２

月２８日までとする）に導入されたものとする。 

（４）対象となる受精卵及び性選別受精卵は、事業実施期間に移植するものとす

る。 

（５）実績報告には、移植証明及び受精卵の単価が分かる書類等(領収書、請求

書)を添付するものとする。 

（６）本事業の受益となる酪農家は、畜産生産力・生産体制強化対策事業補助金

交付等要綱(令和４年４月１日付け３畜産第１５６０号農林水産事務次官依

命通知。以下、「要綱」という。）第 32（２）環境負荷低減に向けた取組強化、

（４）労働環境の改善及び（８）配合飼料価格安定制度への継続加入の要件

を満たすものとする。 

（７）事業推進に当たっては、要綱及び要領に定める事項に留意するものとする。 

 

 

 

 



 

 

別表２ 

 

優良遺伝資源活用推進会議 

 会議費(会場借料) 

  会議費(委員旅費) 

 印刷製本費 

 通信運搬費 

 とりまとめ賃金 

 事務諸費 

 

優良受精卵の導入 

 優良受精卵購入費 

 性選別優良受精卵購入費 

(※移植技術料は含みません) 

 


